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Contents 岩
城
島
の
積
善
山「
三
千
本
桜
」が

お
り
な
す
天
女
の
羽
衣

（
越
智
郡
上
島
町
岩
城
）

　

岩
城
島
の
積
善
山
は
、
芸
予
諸
島
の

一
つ
生
口
島
の
す
ぐ
東
に
位
置
す
る
標

高
３
６
９
・
８
ｍ
の
山
で
す
。
放
物
線
を

描
く
よ
う
な
山
容
か
ら
、
岩
城
富
士
の

異
名
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
手
前
の
駐
車
場
付
近
か
ら
山
道

に
沿
っ
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
、
山
桜
な
ど
の
桜
が
生
み
出
す

約
三
千
本
の
並
木
道
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り
」
は
、

４
月
１
日（
日
）～
15
日（
日
）の
期
間
開

催
さ
れ
、
４
月
８
日（
日
）に
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○補助金の公募予定について
○地方公共団体連携型 
　広域展示販売・商談会事業
　広域サポートセンター支援事例
○青年部リーダー研修会
　女性部リーダー研修会
○ネットｄｅ記帳
　健康／介護保険料率の改定
○人事異動等
　商工貯蓄共済
○ニッポンセレクト
　容器包装リサイクル法について
　商工会の福祉共済・個人賠償責任保険
○小さな瞳・経営かわら版

表紙写真提供：上島町商工会
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補助金の公募予定について

小規模事業者持続化補助金（上限額50万円、補助率３分の２）
　商工会と一体となって経営計画を作成し、販路開拓や生産性向上に取り組む費用。  
　※賃上げ、海外展開、買物弱者対策に取組む場合、上限額の増額あり。

サービス等生産性向上IT導入支援事業（上限額50万円、補助率２分の１）
　バックオフィス業務等の効率化、新たな顧客獲得等の付加価値向上（売上向上）に資するIT導入費用。
　導入イメージ：�簡易税務・会計処理、POSマーケティング、簡易決済、在庫・仕入れ管理、顧客情報

管理・分析等

ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業
　【企業間データ活用型】（上限額１社あたり1,000万円、補助率３分の２）
　　事業者間でのデータや情報共有を通じ、共同で新たな付加価値の創造や生産性向上に取り組む費用。
　【一般型】（上限額1,000万円、補助率２分の１）
　�　中小・小規模事業者が行う革新的なサービス開発・生産プロセス改善に必要な設備投資等に取り組

む費用。
　【小規模型】（上限額500万円、補助率２分の１～３分の２） 
　　上記の革新的な取り組みのうち、小規模な額で取り組む費用。

事業承継補助金
　【事業承継補助金】（上限額200万円、補助率２分の１～３分の２）
　�　代表者の交代をきっかけに、経営革新・事業転換に取り組む費用（設備投資・販路拡大・既存事業

の廃業）。　
　【事業再編・統合】（上限額600万円、補助率２分の１）
　　事業再編・統合を通じて、サプライチェーンや地域に根付く価値ある事業の継続に取り組む費用。

～平成29年度補正予算～

　平成29年度補正予算と平成30年度予算が公表されましたので、主な中小・小規模事業者向け補助金の概要
をご紹介します。ご活用にあたっては、最寄りの商工会にお問い合わせください。

　中小・小規模事業者を対象とした支援情報サイトで
す。補助金公募の最新情報や活用事例などを紹介して
いますので、併せてご参照ください。

地域創造的起業補助金（上限額200万円、補助率２分の１）
　事業実施を通じた従業員雇用や民間金融機関等の外部資金の活用を要件とし、創業に要する費用。　
　※外部資金調達の確約がない場合は上限100万円

海外展開戦略策定支援（上限額50～140万円、補助率２分の１）
　海外展開にあたり、市場獲得に向けた実現可能性調査やWEBサイトの多言語化等に取り組む費用。
　※50万円（輸出企業）、140万円（直接投資）、100万円（Web支援）

～平成30年度予算～

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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１
月
19
日（
金
）松
山
全
日
空
ホ

テ
ル
に
於
い
て
、
愛
媛
県
営
業
本

部
と
合
同
で
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
商
談
会
は
、
食
品
及
び

非
食
品
を
対
象
と
し
て
お
り
、
想

定
し
て
い
る
顧
客
層
を
事
前
に
調

査
し
、
１
３
９
社
の
事
業
者
と
、

県
内
外
バ
イ
ヤ
ー
38
社
と
の
組
み

合
わ
せ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

各
社
と
も
自
慢
の
逸
品
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
手
に
特
徴
や
利
用

シ
ー
ン
な
ど
を
熱
心
に
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
事
業
者
か
ら
は
、「
当
社

の
商
品
特
性
が
理
解
い
た
だ
け

た
。」「
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
見
積
依
頼

が
あ
っ
た
。」
な
ど
喜
び
の
声
が

聴
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
内
に
併
設
し
た

商
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
事
業

者
間
の
交
流
に
よ
り
、
商
品
改
良

の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

【
企
業
概
要
】

　

内
子
町
で
建
材
卸
売
業
を
営
む

当
社
の
創
立
は
昭
和
初
期
。
近
年

は
、
卸
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
建
設

業
の
認
可
を
受
け
、
現
場
施
工
を

行
う
な
ど
積
極
的
に
業
容
を
拡
大

さ
せ
て
き
た
。
平
成
24
年
に
は
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
販
売
に
も
取

り
組
み
、
今
で
は
主
力
商
品
の
ひ

と
つ
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。

【
支
援
の
経
緯
】

　

住
宅
着
工
数
の
減
少
や
大
手
ハ

ウ
ジ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
の
台
頭
な

ど
、
既
存
事
業
の
経
営
環
境
は
厳

し
く
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化
へ
の
流
れ
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
電
解
水
生
成
装
置

の
設
置
・
販
売
を
行
う
こ
と
に
し

た
。
電
解
水
は
、
溶
剤
等
を
使
わ

ず
に
、
洗
浄
・
除
菌
で
き
安
全
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
食
品
加
工
業
・

飲
食
店
・
介
護
施
設
・
幼
稚
園
な

ど
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　

今
回
、
装
置
メ
ー
カ
ー
と
の
契

約
に
あ
た
り
、
経
営
革
新
計
画
の

認
定
を
目
指
し
て
商
工
会
に
相
談

を
持
ち
か
け
た
。

【
支
援
内
容
】

　

広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
当
面
の
課
題
整
理
と
具
体
策

の
検
討
を
行
っ
た
。
新
事
業
を
実

施
し
て
い
く
に
は
、
推
進
体
制
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
新
た
な

営
業
部
門
の
設
置
や
取
付
工
事
の

外
部
委
託
な
ど
実
施
事
項
を
整
理

し
た
。

【
支
援
の
効
果
】

　

平
成
29
年
11
月
に
経
営
革
新
計

画
の
認
定
を
得
た
こ
と
で
、
対
外

的
な
信
用
が
高
ま
っ
た
。

【
事
業
者
の
声
】

　

実
際
に
洗
浄
力
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
に
昨
年
12
月
に
貸
出
用

の
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

特
に
、「
手
や
肌
に
触
れ
る
も

の
」「
口
に
入
れ
る
も
の
」
は
、

安
全
面
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
広
く
周
知
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
支
援
者
の
声（
内
子
町
商
工
会
）】

　

安
全
面
の
高
さ
か
ら
電
解
水

は
、認
知
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
販
路

拡
大
し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
連
携
型 

広
域
展
示
販
売
・
商
談
会
事
業

～
え
ひ
め
が
誇
る
す
ご
味
・
す
ご
モ
ノ
商
談
会
～

村上会長開会挨拶

商談会風景

藤岡社長稲井経営指導員

え
ひ
め
が
誇
る
…

「
す
ご
味
」「
す
ご
モ
ノ
」

■
主
な
招
へ
い
バ
イ
ヤ
ー

三
越
伊
勢
丹
・
大
丸
松
坂
屋
百

貨
店
・
東
急
百
貨
店
・
日
本
百

貨
店
・
イ
オ
ン
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ

な
ど

広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
事
例

～
株
式
会
社
イ
ヨ
カ
ナ
～
（
喜
多
郡
内
子
町
）

国
・
県
の
実
施
す
る
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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去
る
１
月
13
日（
土
）に
県
下
商

工
会
の
青
年
部
員
約
50
名
が
ネ
ス

ト
ホ
テ
ル
松
山
に
集
い
、
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
・
若
手
経
営
者
等
資

質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
第
一

印
刷
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
社

長
西
原
孝
太
郎
氏
に
「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
活
用
し
た
地
方
創
生
～
ゆ

る
い
か
ら
こ
そ
繫
が
れ
る
～
」
と

題
し
、「
バ
リ
ィ
さ
ん
」
の
誕
生

か
ら
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ｇ
Ｐ
優
勝
、
初

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
今
治
観
光
大
使
と

し
て
愛
媛
・
今
治
を
発
信
す
る
に

至
る
ま
で
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
、
ま
た
全
国
の
若
者
が
世
界
で

活
躍
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
場

所
と
し
て
Ｆ
Ｃ
今
治
の
岡
田
オ
ー

ナ
ー
と
起
ち
上
げ
た
人
材
育
成
塾

「
バ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
の
活
動
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
く
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
元
全
青
連
会
長
の
宮
本
博
史

氏
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
経
営
手
法
と
重
要
性
」
と
題
し

て
、熊
本
地
震
で
の
経
験
を
通
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
い
な

が
ら
同
時
に
地
域
経
済
を
学
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て

い
く
こ
と
、
ま
た
青
年
部
の
地
域

に
お
け
る
役
割
と
は
地
域
に
根
差

し
た
組
織
を
目
指
し
、
結
果
だ
け

を
求
め
ず
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
に
は
熱
く
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
ト
ー
ク
に
部
員
全
員
が
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
17
日（
水
）に
県
下
商

工
会
女
性
部
の
部
長
を
は
じ
め
部

員
等
約
１
３
０
名
が
メ
ル
パ
ル
ク

松
山
に
集
い
、リ
ー
ダ
ー
研
修
会・主

張
発
表
県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
で
は
、
東
予
・
中
予
・

南
予
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ

た
代
表
に
よ
り
発
表
が
行
わ
れ
、

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
南
予
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
で
愛
南
町
商
工
会
女

性
部
の
土
居
美
幸
部
長
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

土
居
部
長
は
、「
愛
を
ぎ
ゅ

ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
女
性
部
活

動
」
と
題
し
、〝
老
人
施
設
の
慰

問
活
動
で
水
戸
黄
門
に
挑
戦
し
、

台
詞
を
忘
れ
る
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
つ
つ
テ
レ
ビ
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
好
評
を
得
て
い
る
。ま
た
、

本
来
硬
い
お
菓
子
の「
と
う
ま
ん
」

を
柔
ら
か
く
作
っ
て
販
売
。
伝
統

あ
る
お
菓
子
だ
が
私
達
な
ら
で
は

の
伝
え
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
今
で
は
予
約
も
入
る
ほ

ど
の
人
気
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
部
員
と
の
絆
を
深
め

な
が
ら
、
地
域
活
性
化
の
役
に
立

て
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
〟

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
く
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、
宝

田
歯
科
医
院
院
長
宝
田
恭
子
氏

に
、「
普
遍
的
な
老
化
を
ど
う
乗

り
越
え
る
か
～
お
客
を
呼
び
込
む

美
顔
＆
笑
顔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～
」

と
題
し
て
、
口
元
の
健
康
か
ら
顔

の
筋
肉
が
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
、
毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
お
客
様
に
も
自
然
に
笑
顔
で
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
等
女
性
経
営

者
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
事
業
、
人

生
の
自
信
に
繫
が
る
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

若
手
経
営
者
等
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

主
張
発
表
県
大
会

一般社団法人ビスコミュニケーション
代表理事 宮本 博史 氏

宝田歯科医院
院長 宝田 恭子 氏

第一印刷㈱
代表取締役 西原 孝太郎 氏

最優秀賞に輝いた
土居美幸部長（愛南町）

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
・
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
／
介
護
保
険
料
率

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

○�
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
健
康
保

険
加
入
者
（
介
護
保
険
第
２
号

被
保
険
者
）
の
方
は
、
健
康
保

険
料
と
介
護
保
険
料
を
ご
納
付

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○�

会
社
な
ど
を
退
職
後
も
健
康
保

険
被
保
険
者
を
希
望
さ
れ
る
方

（
任
意
継
続
被
保
険
者
）
お
よ

び
期
間
限
定
の
労
働
者
（
日
雇

特
例
被
保
険
）
の
方
は
、
平
成

30
年
４
月
分
か
ら
保
険
料
率
が

変
更
さ
れ
ま
す
。

（現 行） （平成30年３月から）
健康保険料率
（愛媛県）

給与・賞与の
10.11％ ➡ 給与・賞与の

10.10％

介護保険料率
（全国一律）

給与・賞与の
1.65％ ➡ 給与・賞与の

1.57％

※詳しくは全国健康保険協会愛媛支部
　（TEL 089−947−2100）

全
国
健
康
保
険
協
会
愛
媛
支
部

に
お
け
る
保
険
料
率
の
改
定

○誰にでも楽々できます！
操作は簡単なので、パソコン初心者でも安心
してご利用いただけます。
また、気になるところは付箋機能による質問
も可能。商工会と相談しながら入力を進めら
れます。

○どこでも楽々できます！
インターネットが使えるパソコンがあれば、
会社や自宅はもちろん、出張先などの出先か
らでも、すばやく伝票入力や元帳の確認など
ができます。

○電子申告までできます！
「ネットｄｅ記帳」なら、帳票イメージに近い
画面からの入力で、簡単に所得税や消費税の
申告書類を作成できます。そのまま電子申告
をすることも可能です。

商工会からお客様と同じ画面を見ながらアドバ
イスをしたり、付箋機能を利用して質疑応答し
たり、丁寧にサポートいたします。また「ネッ
トｄｅ記帳」なら、日常業務から経営改善の計
画まで、様々な場面で問題解決のお手伝いをす
ることが可能です。
★そんな「ネットｄｅ記帳」は、月々わずかの
費用でご利用いただけます。

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」
で
経
営
の
効
率
化
と
合
理
化
を
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※
平
成
30
年
4
月
1
日
付

【
新
規
採
用
】

○
事
務
局
長
（
４
名
）

○
経
営
支
援
員
（
４
名
）

【
異　
　

動
】

○
経
営
指
導
員
（
12
名
）

　

周
桑
商
工
会

　
　

佐
賀
山
祐
治
（
連
合
会
）

　

越
智
商
工
会

　
　

幸　
　

義
博
（
北　

条
）

　

上
島
町
商
工
会

　
　

松
岡　

勝
利
（
越　

智
）

　

北
条
商
工
会

　
　

城
ヶ
瀧
和
博

（
北
条　

経
営
支
援
員
）

　

久
万
高
原
町
商
工
会

　
　

吉
村　

昌
己
（
双
海
中
山
）

　

双
海
中
山
商
工
会

　
　

亀
田　

哲
也
（
久
万
高
原
町
）

　

長
浜
町
商
工
会

　
　

矢
野　

利
明
（
伊
方
町
）

　

伊
方
町
商
工
会

　
　

山
本　

修
一
（
長
浜
町
）

　

西
予
市
商
工
会

　
　

泉　
　

高
士

（
保
内
町　

経
営
支
援
員
）

　

鬼
北
町
商
工
会

　
　

福
入　

康
平
（
周　

桑
）

　

松
野
町
商
工
会

　
　

城
戸　

慎
也
（
鬼
北
町
）

　

連
合
会

　
　

廣
瀬　

裕
也

（
西
予
市　

経
営
支
援
員
）

○
経
営
支
援
員
（
11
名
）

　

周
桑
商
工
会

　
　

石
田　

美
雪
（
東
温
市
）

　

し
ま
な
み
商
工
会

　
　

村
上　

ル
ミ
（
連
合
会
）

　

久
万
高
原
町
商
工
会

　
　

中
内　

美
幸
（
砥
部
町
）

　

砥
部
町
商
工
会

　
　

髙
岡　

愛
美
（
周　

桑
）

　

川
上
商
工
会

　
　

城
戸　

七
重
（
内
子
町
）

　

内
子
町
商
工
会

　
　

古
田　

洋
子
（
双
海
中
山
）

　

保
内
町
商
工
会

　
　

澤
﨑　

公
亮
（
し
ま
な
み
）

　

伊
方
町
商
工
会

　
　

中
須
賀　

香
（
連
合
会
）

　

吉
田
三
間
商
工
会

　
　

山
田　

福
美
（
愛
南
町
）

　

津
島
町
商
工
会

　
　

秋
山　

博
子
（
吉
田
三
間
）

　

愛
南
町
商
工
会

　
　

西
田　

利
枝
（
津
島
町
）

【
退　
　

職
】

※
平
成
30
年
3
月
31
日
付

○
事
務
局
長
（
４
名
）

　

山
下　

正
弘
（
上
島
町
）

　

源
田　

政
幸
（
川　

上
）

　

三
好　

利
治
（
鬼
北
町
）

　

藤
村　

雄
二
（
愛
南
町
）

○
経
営
指
導
員
等
（
４
名
）

　

中
郷　
　

浩
（
上
島
町
）

　

中
平　

源
一
（
西
予
市
）

　

岡
本　

鉄
也
（
松
野
町
）

　

高
橋　

章
司
（
連
合
会
）

○
経
営
支
援
員
（
５
名
）

　

森
田　

文
子
（
越　

智
）

　

八
石　

朱
美
（
久
万
高
原
町
）

　

山
村
喜
美
子
（
川　

上
）

　

岩
井　

美
鈴
（
伊
方
町
）

　

玉
井
ゆ
か
り
（
伊
方
町
）

※（　

）内
は
異
動
前
の
商
工
会
等

人
事
異
動
等

上島町商工会
事務局長

松﨑　幸正

西予市商工会
経営支援員

岡田　拓巳

越智商工会
経営支援員

武田　晃典

川上商工会
事務局長

池田　悦子

鬼北町商工会
事務局長

河野　通夫

愛南町商工会
事務局長

小西　隆広

北条商工会
経営支援員

岩田リチャード昴

双海中山商工会
経営支援員

淺野　友哉

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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春
に
な
り
、
新
入
生
や
新
社
会

人
と
し
て
、
新
天
地
に
赴
く
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
た

な
門
出
の
お
祝
い
に
、
小
泉
製
瓦

の
「
瓦
コ
ー
ス
タ
ー
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
菊
間
瓦

の
色
合
い
が
癒
し
の
ひ
と
時
を
演

出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

小
泉
製
瓦
は
10
代
続
く
菊
間
町

で
も
老
舗
の
瓦
屋
で
す
。
瓦
粘
土

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
は
、

手
作
業
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

製
作
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
タ
ー

シ
リ
ー
ズ
『
敷
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
）』

は
、
瓦
の
特
性
を
生
か
し
た
作
品

で
、
和
柄
（
麻
の
葉
柄
）
の
デ
ザ

イ
ン
が
一
番
人
気
で
す
。

　

瓦
は
、
一
般
的
に
焼
成
時
に
煙

で
い
ぶ
し
、
炭
素
被
膜
を
つ
く
る

の
で
す
が
、
コ
ー
ス
タ
ー
の
上
面

に
、い
ぶ
し
を
施
さ
な
い
こ
と
で
、

グ
ラ
ス
か
ら
落
ち
た
水
滴
を
コ
ー

ス
タ
ー
が
吸
収
し
、
手
元
が
び
っ

し
ょ
り
と
濡
れ
る
の
を
防
い
で
く

れ
ま
す
。

　

日
本
人
に
馴
染
み
の
あ
る
素
材

と
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
、
和
に
も

洋
に
も
合
う
逸
品
で
す
。
ぜ
ひ
お

求
め
く
だ
さ
い
。

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名
物
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
瓦
コ
ー
ス
タ
ー
」

の
ご
紹
介

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

小
泉
製
瓦
有
限
会
社

　

今
治
市
菊
間
町
浜
13

−
1

忘れていませんか？容器包装リサイクル法※１で定められている義務を！
　容器包装リサイクル法は、容器包装廃棄物の減量化や再商品化（リサイクル）などのルールを定めた法律です。この中では消費者、
市町村、事業者のそれぞれの役割が決められています。
　容器包装を利用・製造・輸入する事業者には、以下の責務と義務が定められています。

（責務）・繰り返し使用可能な容器包装の使用、過剰包装の抑制等の容器包装の使用の合理化により容器包装廃棄物の排出抑制
　　　・分別基準適合物の再商品化等の促進
（再商品化義務）・容器包装の利用・製造・輸入に係る帳簿の作成・保存（保存期間5年）
　　　　　　　・容器包装廃棄物の再商品化（リサイクル）
（排出抑制の促進の義務）・年間50㌧以上容器包装を利用した小売事業者は、容器包装の使用量や排出抑制の取組状況の定期的な報告

※１�正式名称：容器包装に係る分別収集
及び再商品化の促進等に関する法律

容器包装を利用・製造・輸入する事業者の皆様へ

経
営
に
役
立
つ
商
工
会
の
各
種
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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「
わ
た
し
の
家
族
と
将
来
の
夢
」

　

わ
た
し
の
家
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

屋
で
す
。
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
じ
ゅ
う
業
員
さ

ん
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
が
持
っ
て
来
た
り
取

り
に
行
っ
た
り
し
た
品
物
を
仕
分

け
し
て
、
手
洗
い
し
た
り
、
大
き

な
洗
た
く
機
で
回
し
た
り
、
ア
イ

ロ
ン
を
あ
て
た
り
、
ふ
く
ろ
づ
め

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
人
数
が

少
な
い
分
忙
し
そ
う
で
す
。

　

特
に
、お
祭
り
の
あ
と
は
、ハ
ッ

ピ
な
ど
が
た
く
さ
ん
く
る
の
で
大

変
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
時
で
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
行
っ
た
り
、
野
球
の
指
導
に

行
っ
た
り
、
柔
道
の
練
習
に
行
っ

た
り
、
わ
た
し
た
ち
姉
弟
と
一
緒

に
遊
ん
で
く
れ
る
お
父
さ
ん
が
大

好
き
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
将
来
か
ん
ご
師
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

忙
し
く
て
も
、
お
父
さ
ん
、
お　

母
さ
ん
の
様
に
、
元
気
・
笑
顔
で　

毎
日
す
ご
す
た
め
に
、
勉
強
も
遊　

び
も
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
家
族
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ

う
ね
。

白 

洋 

舎

（
久
万
高
原
町
立
久
万
小
学
校
５
年
生
）

石
丸 

海
月
さ
ん

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
久
万
１
４
１

　

新
年
度
の
始
ま
る
４
月
は
、
人

の
動
き
が
１
年
間
で
最
も
多
く
な

る
時
期
で
す
。
仕
事
上
で
も
新
た

な
出
会
い
や
交
流
が
増
え
、
名
刺

交
換
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
名
刺
」
の
起
源
は
中
国
だ
と

言
わ
れ
て
お
り
、
名
刺
と
い
う
言

葉
も
中
国
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

元
々
は
、
訪
問
先
の
お
宅
が
不

在
の
場
合
に
、
竹
の
札
に
自
分
の

名
を
書
い
て
扉
に
刺
し
て
お
い
て

訪
問
を
知
ら
せ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
竹
で
作
ら
れ
た
名
札
の
こ
と

を
「
刺
」
と
い
い
、
後
に
「
名
刺
」

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、江
戸
時
代
に「
刺
」

の
形
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
の
よ
う
に
初
対
面
の
人
に
対

し
て
自
己
紹
介
の
意
味
で
渡
す
こ

と
に
な
る
の
は
、
明
治
に
入
っ
て

か
ら
の
よ
う
で
す
。

　
「
名
刺
」
を
渡
す
行
為
に
は
、

自
分
の
名
前
を
知
っ
て
も
ら
う
、

ど
こ
の
会
社
に
所
属
し
て
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て

も
ら
う
な
ど
の
目
的
が
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
が
存
在
価
値
で
す
。
加
え

て
、
そ
の
場
を
離
れ
て
も
後
日
自

分
の
存
在
を
思
い
出
し
て
も
ら
う

大
切
な
ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
初
対
面
の
人
に
覚
え

て
貰
い
や
す
く
記
憶
に
も
残
る
よ

う
な
色
使
い
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に

凝
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
一
工

夫
加
え
、
裏
面
に
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
（
生
年
月
日
・
星
座
・
血

液
型
・
出
身
地
・
好
き
な
こ
と
・

好
き
な
本
・
趣
味 

ｅ
ｔ
ｃ
）
を

載
せ
て
い
る
人
も
居
る
よ
う
で

す
。
名
刺
交
換
し
た
際
に
裏
面
を

見
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
共

通
の
話
題
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
更
に
よ

く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
か
ら
で

し
ょ
う
。

　

日
本
は
世
界
で
最
も
名
刺
交
換

を
す
る
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
必
須
ア
イ
テ

ム
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
換
し
た
名
刺
は
と
て

も
丁
重
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
も
う
立
派
な
日
本
文
化
の

一
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

た
だ
最
近
で
は
、
握
手
す
る
だ

け
で
名
刺
に
載
せ
て
い
る
情
報
等

の
交
換
が
で
き
る
技
術
が
開
発
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
し
実
現

す
れ
ば
便
利
な
半
面
、
名
刺
文
化

が
失
わ
れ
る
よ
う
で
少
し
寂
し
い

気
も
し
ま
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

商
工
会
は
様
々
な
支
援
で
あ
な
た
の
会
社
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す


